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ＡＲＭＳ代表

コンプライアンス・リスク管理アドバイザー

赤 堀 三 代 治

平成26年度合宿参加後の

直近担当研修会をふりかえって

失敗学会組織行動分科会
平成26年度 6月期定例会

組織行動分科会の今年の合宿では「組織の最適な意思決定」をテーマにWS形

式による討議がおこなわれた。ＷＳのまとめとして、状況認識に関わるスキル並
びにコミュニケーションに関わるスキルの脆弱性が、 「不適切な意思決定プロセ

ス」を生みだし、組織的な事故・不祥事・トラブルの発生につながりやすいことが、
確認された。
私は、合宿で学んだことを現場で実践検証すべく、６月５日ＪＡ岩手グループ農産
物直売所リスク管理研修会を担当するにあたって、ファシリテターとして、今回の
合宿で学んだことを、頭の片隅におきながら対応にあたったが、その様子を報告
したい。
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ＡＲＭＳ代表

コンプライアンス・リスク管理アドバイザー

赤 堀 三 代 治

JA岩手県中央会
平成26年度 食の安全・安心推進研修会

2014年6月5 （木） 10時～16時
ＪＡいわて中央パ－フルパレス多目的ホ－ル

私達ができる
「食の安全・安心」への取り組み
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岩
手
へ

＜おすすめ＞
盛岡駅ビル
フェザン地下

・生きが良い
・うまい
・値段手ごろ
・サービス良し

＜おすすめ＞
秘湯 夏油温泉
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食品安全基本法は、農林水産物の生産から販売に至る食品供給行程の各段
階において食品の安全性の確保に関する必要な措置を適切に講じることを求
めています。

ＪＡの直売所は共選出荷と比べると、集荷、流通、加工、小売の各段階で実施
されるべきリスク管理措置を一手に引き受けて履行しなければなりません。

また、ＪＡの直売所への出荷者は少量多品目の栽培、高齢者が多いことから、
残留農薬の懸念があること、漬物等加工食品の出荷も多いことから微生物、細
菌汚染による食中毒の危険性もあります。ＪＡの食品加工所においても同様の
リスクが懸念されます。

消費者に安全・安心な食品を提供するという観点から、ＪＡの直売所、食品加工
に携わる管理者、従業員の知識・スキルの向上を目的に開催します。

研修会研修会 開催目的開催目的
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本本日の進行スケジュール日の進行スケジュール

内　　容 所要時間（分）

はじめに　講師自己紹介、本日の内容確認他 10 10:10 ～ 10:20

＜講義＞
　・食の安全・安心に関して　最近の状況について

60 10:20 ～ 11:20

＜ワークショップ＞　グループ内　自己紹介 20 11:20 ～ 11:40

昼食 60 11:40 ～ 12:40

＜ワークショップ＞　ＤＶＤ視聴後、グループ討議、討議内容発表 120 12:40 ～ 14:40

休憩 10 14:40 ～ 14:50

＜講義＞
　・コンプライアンス・リスク管理・危機管理としての
　　食の安全・安心対策を考える
　・農産物直売所、加工所現場における留意事項について
　・その他

60 14:50 ～ 15:50

まとめ 10 15:50 ～ 16:00

スケジュール
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情報を入手
（見た。耳にした。目にした）

入手情報の内容を理解している

入手情報に関して自分の中で
納得している。共感している

入手情報に関して無意識に自
分のものとして行動している

入手情報に関して無意識に自
分のものとして行動している

知識情報

知恵情報

行動情報

なぜ、研修が必要なのかなぜ、研修が必要なのか..........
人間は、知っていることを真に理解し、行動しているとは限らない

自らの行動に気づき、見直し、改善していく姿勢が大切......

本日の研修会をその機会としたい。

入手情報レベル1

レベル2

レベル3

レベル4

入手情報と情報深度に関する構造 ＜赤堀＞

ちこうごういつ

知行合一

赤堀
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石橋会長

私達がめざしたいところ私達がめざしたいところ
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1. JA組織チームとしての

コンプライアンス・リスク感性、対応力のアップ

コンプライアンス・リスク管理に関する理解

2.JAで働く すべての人々の

コンプライアンス・リスク感性・対応力のアップ

コンプライアンス感性・リスク感性とは：

リスクを想像し、積極的・主体的に受け止めることができる能力。
他人事ではなく、自分事として、
「これって、危ないよね。何とかしなくちゃ。。。」と気付き、
自分が何ができるか考え、具体的行動に移すことができる力。

リスクに気づかないことが最大のリスク!!
赤堀
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研修会前日現場確認研修会前日現場確認

事例をもとに参加者で考える

私の目に映った現場の様子 心掛けていること

三現
（現地、現物、現人）
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<<ワークショップワークショップ>>
グループ内メンバー自己紹介・役割を決めるグループ内メンバー自己紹介・役割を決める

1. 自己紹介 1人2分

2. 役割を決める
① リーダー
② サブリーダー
③ 書記
④ 発表者
⑤ タイムキーパー
⑥ 備品係

① 氏名
② 所属
③ 仕事の内容
④ 最近嬉しかったこと、感動したこと等 ひと事紹介

アイスブレイク

全員参加
全員に役割を与

える
お客さんにしない。

全員参加
全員に考えさせる
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<<ワークショップワークショップ>>
ＤＶＤ視聴ＤＶＤ視聴 グループ討議グループ討議 発表発表

2.食品衛生の基礎 （日本食品衛生協会）

以下の手順ですすめてください。
1. ＤＶＤを視る
2. 各自、タック紙に、

①視聴して、自分の感想を書き出す
②トラブルはなぜ起きたのか

自分の職場で欠けていると感じたことを書き出す
③トラブル発生未然防止にむけて、どんな取り組みが必要なのか書き出す

3. 各自タック紙に書き出したものをグループ内で発表。
4. グループ内で整理。
5. グループ討議内容の発表

1.食の安全・安心対策 （全中制作）

生産履歴記帳、食品表示、適正農薬使用等
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参加者
・ ＪＡ農産物直売所事業管理者

・ 同 スタッフ
・ 農産物加工場生産者代表
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部門間
関係者の

連携
。円滑な
コミュニ
ケーシュ
ンができ
る職場づ

くり
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研修会のふりかえり

・研修会参加者の様子
・感想を耳にし

次にむけての
確かな感触を得ています

関係者をまきこみ、
自らの頭でまず、考え
意見を出しあい、
納得の上で、手順を確認
しあっていくプロセスを現場に
根付かせていきたい。

第一歩として、管理者対象の
教育・訓練を展開していきたい。
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私は、今後、ＪＡグループの食の安全・安心の取り組みのなかで私は、今後、ＪＡグループの食の安全・安心の取り組みのなかで
この考え方をステップバイステップで推進していきたい。この考え方をステップバイステップで推進していきたい。

とと あらためて感じています。あらためて感じています。

出典：失敗学会 組織行動分科会
石橋会長

特に
この部分のパフ

オーマンスの向上
の大切さを感じてお

ります。
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ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。


